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［はじめに］ 

 初等中等教育において、学年が上がるにつれて理科嫌いが増えているといわれている。しかしながら教

員側にも得意、不得意な科目がある。例えば、物理を得意とする教員は生物を不得意とし、生物を得意と

する教員は物理を不得意とするなどの例である。このような教員が不得意な科目を教授する際、指導書を

頼りに授業を構成する場合が多い。そのため、授業に教員の興味・関心を盛り込むことが少ない。このこと

は理科嫌い、理科離れの解消のためには教員自身が不得意科目を楽しんで教授できる教材の開発が必

要であるということを示唆している。 

 ところで、生物の代表的な実験に電気泳動での DNA の分離がある。この実験は荷電粒子の運動を利

用した実験で物理学の内容を含んでおり、ゲルや薬品の調製では化学の内容を含んでいる。そこで、電

気泳動について科目横断型の教材となる可能性が高いと判断した。従って、本研究では電気泳動を用

いた科目横断型の実験教材の開発を検討した。 

 

［実験方法］ 

本実験では生物実験で一般的に使用される電気泳動実験装置を用いた。支持体にはアガロースゲル

を用いた。アガロースゲルを作成する際の濃度は 4g/ℓとした。また緩衝溶液には 0.1 ㏖/ℓの酢酸水溶液

と 0.1mol/ℓの酢酸ナトリウム水溶液を 4：1 で混合して作成した。電気泳動に用いる荷電粒子はマラカイト

グリーン（C23H25CIN2）、メチルチオニニウム（C16H18CIN３S）、デラフィールドヘマトキシリン（C16H14O6）とし

た。 

電気泳動中の印加電圧は 15V とした。電圧印加時間と荷電化合物の移動距離から移動速度を求めた。 

 

［実験結果］ 

図 1が実験の結果で泳動時間と

移動距離の関係を示している。こ

の図より、移動速度はメチレンブ

ルー液が最も大きく、次にマラカイ

トグリーン液、そしてデラフィールド

液という結果となった。また、デラ

フィールド液は、ある時間経過する

と移動しなくなった。これらは、価数

及び分子量、粒径の違いによると

推定できる。また、時間と距離の関

係、支持体や緩衝溶液の作成など

から科目を横断した教材開発が可

能であると確認した。詳細について

は、発表時に報告する。 
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